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超小型EVシェアリングの導入によるまちの魅力向上に関する研究
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超小型EVシェアリングの導入がまちの魅力に
及ぼす影響を把握することを目的とする

しかし，超小型モビリティのシェアリングの導入がまちの
魅力に及ぼす影響を明らかにした研究は見られない
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JR岡山駅を経由する移動の80％が
この範囲に目的地がある

超小型EVシェアのサービスエリアを
駅中心半径6kmの範囲とする

超小型EVシェアの導入範囲の設定

超小型EVシェアに代替できる移動の事例

超小型EVシェア導入範囲内の自動車の利用状況
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範囲内で完結する移動

注目を集めている

仮説
平日 人数(人) 構成率(％)

1回以上移動が範囲内で完結 100056 15.15

全ても移動が範囲内で完結 53621 8.12

5歳以上岡山市人口 660612

岡山市でも超小型EVシェアの導入が検討されており
2016年10月24日～12月22日に岡山市中心部で実証実験が行われた
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調査対象と使用データ

超小型シェアの特長

超小型シェアの概要
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超小型EVシェアの導入による
まちの魅力度に大きく影響する要因
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独立性の検定 P値：0.0000 1%有意

クロス集計の残差分析 **1%有意 *5%有意
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相関比：0.4055 的中率：62.81％
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